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ステレオぺツドホン 


取扱説明書 

お買い上げいただきありがとラごさ’いまず。 

A ' -電気製品は安全のためのを意事項を守5ないと、火災や 

° q | 人身事故になることがあ0ます。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要なミ主意事項と製品の取0扱 
いかたを示しています。 この取扱説明書をよくお読みのラえ、 製品を安 
全にお使いください。お読みになったあとは、いつでち見られるところ 
に必ず保管してください。 


MDR-SA 3000 /SA 1000 

◎ 2004 Sony Corporation Printed in Thailand 


主な特長 

MDR-SA 3000 

• フルレンジ100 kHz 再生 

新開発のナノコンポジット HD ドライバーユ 
ニットは低域から100 kHz に至る超広帯域を 
たった]つのユニットで再生します。 

• フレームメカニズムによる軽量設計 

置体にカーボンコンポジットフレームを採用す 
ることにより軽量化を実現しました。 

• を孔質バウジング 

八ウジング部には音響特性を最適化したセル 
□-ス系多孔質材料を採巧することによ0、共 
振による音の通0を排除しつつ、軽量化ち実現 
しよし/(―〇 

• 大面積へッドパッド 

頭頂部に接触するへッドパッドの面積を大きく 
とり、圧力を分散させることによって長時間の 
使用でち重さを感じさせない快適な装着感を実 
現しました。 

• 360 kJ / m 3 ネオジウムマグネット採用 

音の解像度を高め、クリアな中高音と豊かな低 
音を再生する 360 kJ / m 3 ネオジウムマグネット 
を採巧しました。 

• 6 N -0 FC 巧巻きコード 

優れた信号伝送特性を誇る高純度99.9999% 
6 N -0 FCU ッツ線を採用しました。 

MDR-SA1000 

• フルレンジ 80 kHz 再生 

新開発の HD ドライバーユニットは低域か5 
80 kHz に至る超広帯域をたった]つのユニッ 
卜で再生します。 

• フレームメカニズムによる軽量設計 

フレーム構造を採巧することにより軽量化を実 
現しました。 

• を孔質バッフル 

バッフル部には音響特性を最適化したセル□一 
ス系多孔質材料を採用することにより、共鳴に 
よる音の還りを排除しつつ、あわせて軽量化ち 
実現しました。 

• 大面積へッドパッド 

頭頂部に接触するへッドパッドの面積を大さく 
とり、圧力を分散させることによって長時間の 
使用でを重さを感じさせない快適な装着感を実 
現しました。 

• 360 kJ / m 3 ネオジウムマグネット採用 

音の解像度を高め、ク U アな中高音と豊かな低 
音を再生する 360 kJ / m 3 ネオジウムマグネット 
を採巧しました。 


主な仕様 

型式 オープンエアダイナ S ック型 

ドライバーユニット 

日 0 mm 、 ドーム型に CAW 採用） 

最大入力 1,50日 mW ( lEO ) 

インピーダンス 

70 n (1 kHz にて） 

音圧感度 100 dB/mW 
再生面放数帯域 

MDR - SA 300日： 8〜100,0日日 Hz 
MDR - SA 100 日： 8〜80,00日 Hz 
コード MDR - SA 3 日日日：約3.己 m 、6 N -0 FCU ッツ線 
MDR - SA 1000 :約3.己 m 、0 FCU ッツ線 
プラグ 金メッキステレオ2ウェイプラグ 
質量 約265 a (コード 含まず） 

イホ畫品 プラグアダプター（1)、キヤ I 」ングポーチ 
(1)、取扱説明書（本書）（1)、保証書（1)、 
ソニーご相談窓□のご案巧（1)、プ□ダクトイ 
ンフオメーシヨン （ MDR - SA 300日のみ） （1) 
MEC (国隙電気標準会議）規格による測定値です。 

本機の仕様およびが観は、改良のため予告なく変更する 
ことびありますび、ご了承ください。 


巧証書とア フターヴー ビス 

偏正書 

• この製品には保話書び添付されていますので、お買い 
上げの際お受け取りください。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、大 
切に保存して < ださい。 

• 保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 

ア フターヴー ビス 

調子が悪いときはまずチェックを 

この説明書ををラー度ご覧になってお調べください。 

それでも具合の悪いときは 

お買い上げ店またはお近くのソニーサービス窓□にごネ目 
談ください。 

保証期間中の修理は 

保話書の記載の容に基づいて修理させていただをます。 
詳し < は保証書をご覧 < ださい。 

保証期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持できる場合は、ご要望により有 
料修理させていただをます。 

部品の巧ち期囲について 

当社ではへッドホンの補修巧性能部品（製品の機能を維 
持するために必要な部品）を、製造打ち切り後6年間保 
有しています。この部品保有期間を修理可能期間とさせ 
ていたださます。保有期間び経過したあとち、故障箇所 
によっては修理可能の場合びありますので、お買い上げ 
店または ソニーのサービス 窓□にご相談ください。 



まをのために 

ソニー 製品は安全に充分配慮して設計されていま 
す。しかし、電気製品はすべて、まちびった使い 
かたをすると、火災や感電などにより人身事故に 
なることびあり危険です。事故を防ぐために次の 
ことを必ずお守りください。 

• 安をのためのま意事頃を巧る 

この r 安全のために」のを意事項をよくお読み 
ください。 

• 巧障したらほわない 
• 万一、異常び起をたら 

ソニーの 相談窓□またはお買い上げ店、 ソニー 
サービス窓□に修理をご依頼 < ださし、。 


警告表示の意ほ 

取扱説明書および製品では、次のよラな表示を 
しています。表示の内容をよく理解してか5本 
文をお読みください。 

A ' 盤化Iこの表示のミ主意事項を守5ない 
と、大けびなど人身事故の原因と 
なります。 

I A '^3^ この表示のを意事項を守 5 ない 
I 公^辻' 骨 I と、感電やその他の事故により 

けびをしたり周辺の家財に損害を 
ちえたりすることびあります。 

行為を禁止ずる記号 

0 

禁止 


0^警告 I 交通まをのために 


運お中は使用しない 

自輯車やバイク、自動車などの運転中はヘッドホ 
ンは絶対に使わないでください。 交通事故の原因 
となります。運転中政外でち、 踏み切りや駅の 
ホーム、車の通る道、工事現場など、周囲の音び 
聞こえないと危険な場所では使わないでくださ 


し、。 


0 

禁止 



拉ミ主意 1 

• ちを刺激ずるよラな大さな音量で長時間つづけ 
て聞くと、聴力に悪い影響をちえることびあり 
まず。耳を守るため、音量を上げすざないよラ 
にごを意ください。 



• 突然大きな音び出て耳をいためることがあ0ま 
す。ボ U ユームは徐々に上げましよラ。とく 
に、 MD、CD や DAT など、雑音のかないデジ 
タル機器を聞くときにはごを意ください。 


0 

禁止 

• このへッドホンは、構造上音び外に漏れやすく 
なっています。まわ0の人の迷惑にな5ないよ 
ラに気をつけましょラ。特に電車の中などの公 
共の場所でのご使巧はお控えください。 


0 

禁止 

• 使用中、肌に含わないと感じたときは使用を中 
止して医師またはお買い上げ店、 ソニー ヴービ 
ス窓□にご相談ください。 


0 


巧いかた 

ち八ウジング （RIGHT) をち耳に、左八ウジング 
(LEFT) を左耳にして、ヘッドホンを頭にかけま 
す。 



スライダーは11段階に調整でさます。お好みの 
位置にしてへッドホンをご使用ください。 



ごミ主音 

ステレオ標準ジャックにつなぐとさは、付属のプ 
ラグアダプターをお使いください。その際、ネジ 
はしっか0閉めてください。ゆるむと音び途切れ 
たりすることびあ0ます。 


• ユニット 部はていねいに扱ってください。 

• 湿気やほこり、油煙、湯気のをい場所や直射曰 
光のあたる場所には置かないでください。故障 
の原因となります。 

• 南に良い音でお聞をいただくために、プラグを 
時々柔5かい布でか5ぶきし、清潔に保ってく 
ださい。 

• ミちれは、乾いた柔5かい巧でふさ取ってくださ 
し、その際、ユニット部に息を吹さかけること 
はしないでください。特にプラグ部分をミちれた 
ままにしておくと、音質び悪くなったり、音び 
とざれたりすることびあります。 

• お手入れの際に溶剤（アルコール-シンナーな 
ど）は使わないでください。変色-変形-劣化 
などにより素材をいためる場合びあります。 

• このへッドホンは装着性向上のため、イヤー 
パッドのクッション部に低反撥ウレタンを使用 
しています。そのため本機は、気温び約10で 
政上（通常の室温）で使巧するのに最適な設計 
になっています。これよりち低い気温で使巧し 
た場含、イヤーパッドび通常よりち堅く感じら 
れることがあ0ますび、材質の劣化ではありま 
せん。通常の室温に戻すと元に戻0ます。 

• イヤーパッドは長期の使用、保存によって祟化 
する恐れびあ0ます。 

• イヤーパッドは消耗品です。曰常の使用や長期 
の保存により莫化しますので、破損した5交換 
して < ださい。 


ソニー株式会社 〒 1 08-007 己東京都港区港南 1 - 7-1 


イヤーパッドを交換する場合は、ソニーヴービ 
ス窓□にご相談くださし、。_ 

万一故障した場をは、内部を開けずに、 ソニー 
の相談窓□、またはお買い上げ店にご相談くだ 
さし、。 


よ<あるお問い合わせ、解み方法などは 
ホームページをご活用 < ださい。 


http://www.sony.co.jp/support 


フリーダイヤル- 


0120 -333-0201 


携帯電話. PHS—— 部の IP 電話… 0466-31-2511 


フ U - ダイヤル . 

携帯電話 ’PHS— 部の IP 電話- 


0120 -222-330 
0466 -31-2 己31 


※取搬説明書 - U モコン等の購入相談はこちらへお問い合わせください 。 j 

[fax (共巧）0120 -333-38 曰 S 付時間月〜金：注00〜20:00 ±•曰•初!曰：日:00〜17:00 
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